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中
国
軍
の
情
報
収
集
機
が
、
本
年
八
月
二
十
六
日
、
長
崎
県
男
女
諸
島
沖
の
我
が
国
領
空
を
侵
犯
し
た
。
多
く
の
専
門
家
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
侵
犯
の
態
様
か
ら
、
意
図
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
国
軍
に
よ
る
領
空
侵
犯
は
初
め
て

で
あ
り
、
極
め
て
重
大
な
事
態
で
あ
る
。 

 

し
か
る
に
政
府
は
、
外
務
大
臣
が
駐
日
中
国
大
使
を
召
致
し
て
断
固
抗
議
す
べ
き
と
こ
ろ
、
外
務
事
務
次
官
が
抗
議
す
る
に

と
ど
め
た
。
不
十
分
な
対
応
は
、
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
り
、
更
な
る
暴
挙
を
誘
発
し
て
、
武
力
衝
突
の
可
能
性
を

高
め
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
わ
ず
か
五
日
後
の
同
月
三
十
一
日
、
中
国
海
軍
の
測
量
艦
が
、
鹿
児
島
県
口
永
良
部
島
南
西

の
我
が
国
領
海
に
侵
入
し
た
。
政
府
に
、
猛
省
を
促
し
た
い
。 

 

対
領
空
侵
犯
措
置
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。 

一 

領
空
侵
犯
の
お
そ
れ
の
あ
る
航
空
機
を
発
見
し
た
と
き
に
行
わ
れ
る
、
航
空
自
衛
隊
の
航
空
機
に
よ
る
緊
急
発
進
の
回
数

は
、
中
国
機
に
つ
い
て
令
和
五
年
度
は
何
回
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
令
和
五
年
度
の
緊
急
発
進
全
体
の
な
か
で
、
中
国
機
が

原
因
の
割
合
は
、
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
。 

二 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
領
空
侵
犯
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、



 

２ 

 

正
当
防
衛
又
は
緊
急
避
難
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。
ま
た
、
も
し
武
器
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
、
必
要
や
む
を
得
ざ
る
場
合
は
、
撃
墜
も
排
除
さ
れ
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

三 

石
井
外
務
省
国
際
法
局
長
（
当
時
）
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
に
開
か
れ
た
衆
議
院
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
国
際
法
に
関
し
て
、
「
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
領
空
侵
犯
機
に
対
し
て
は
、
領
空
外
へ

の
誘
導
を
行
っ
た
り
退
去
を
命
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
侵
犯
機
が
指
示
に
応
ぜ
ず
、
な
お
領
空
の
侵
犯
を
継
続
す
る
と

き
に
は
、
発
砲
の
警
告
、
威
嚇
射
撃
を
も
っ
て
命
令
を
強
制
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
ち
ろ
ん
、
必
要
や
む
を
得
ざ
る
場
合
、
特
別
な
場
合
だ
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
侵
犯
機
が
実
力
で
抵
抗
す
る

よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
撃
墜
を
も
含
む
緊
急
実
力
手
段
に
訴
え
る
こ
と
も
で
き
る
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
が
、
こ
の
政
府
見
解
に
変
更
は
あ
る
か
。 

四 

航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
機
が
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
九
日
、
領
空
侵
犯
し
た
旧
ソ
連
の
軍
用
機
に
対
し
て
、
二
度
に
わ
た

っ
て
警
告
射
撃
を
実
施
し
た
の
は
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
か
。
警
告
射
撃
を
実
施
し
な
か
っ
た
本
年
八
月
二
十
六
日
の
中
国

軍
に
よ
る
領
空
侵
犯
事
案
と
、
い
か
な
る
点
で
異
な
る
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 
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五 

本
年
八
月
二
十
六
日
に
、
領
空
侵
犯
を
行
っ
た
中
国
軍
の
情
報
収
集
機
は
、
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
い
か
な
る
情
報
を

収
集
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
政
府
に
よ
る
分
析
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


